
第 62回  日本生化学会近畿支部例会	
 プログラム  

 
開催日： 平成 27年（2015年）5月 16日（土）9:10~18:10 
開催場所: 立命館大学びわこ・くさつキャンパス（滋賀県草津市） 
  エポック立命 21・ラルカディア 
ホームページ： http://aqis-conf.org/2015reikai-jbskinki/ 
参加費：無料	
 	
 	
 懇親会参加費：4000 円（学生無料） 
 
タイムスケジュール	
 

08:30 – 受付開始（エポック立命 21 １階エントランス） 
09:10 – 09:15 開会の辞（例会長、西澤幹雄）（ラルカディア１階 R101） 
09:15 – 09:55 シンポジウム講演１：伊藤 誠二 
  「成熟した疼痛研究からの新しい展開」（ラルカディア１階 R101） 
10:05 – 11:55 一般発表（口頭発表）：11題／会場 
  A, B, C, D, L会場（エポック立命 21・ラルカディア；会場図をご参照ください） 
12:05 – 12:35 ランチョンセミナー（アミノアップ化学主催）：宇留島 隼人 
  「日本の伝統食品であるシソの新たな可能性~大腸炎治療効果のエビデンス獲得 
  に向けた研究~」（ラルカディア１階 R101） 
12:40 – 13:10 ポスター前で自由討論（エポック立命 21 １階ホール） 
13:10 – 14:10 一般発表（口頭発表）：6題／会場 
  A, B, C, D, E会場（エポック立命 21・ラルカディア；会場図をご参照ください） 
14:20 – 15:25 一般発表（ポスター発表）と高校生のポスター発表（エポック立命 21ホール） 
15:40 – 16:20 シンポジウム講演２：森 和俊  
  「小胞体ストレス応答によるタンパク質品質管理」（ラルカディア１階 R101） 
16:20 – 17:00 シンポジウム講演３：長田 重一 
  「細胞死と"eat me"シグナル」（ラルカディア１階 R101） 
17:00 – 17:40 シンポジウム講演４：喜多 正和 
  「動物実験と生化学の深い関係：社会に貢献する動物実験」 
  （ラルカディア１階 R101） 
17:40 – 18:10 平成 27年度日本生化学会近畿支部奨励賞の授賞式と受賞記念講演 
  波多野 亮「上皮膜輸送機能制御における細胞骨格系アダプター蛋白質エズリンの 
  役割」（ラルカディア１階 R101） 
18:30 – 20:00 懇親会（優秀発表賞の発表と表彰を含む）（ユニオンスクエア） 
 
12:00まで  ポスター掲示（エポック立命 21 １階ホール） 
17:00まで  ポスター撤去（エポック立命 21 １階ホール） 
 
*12:05 – 13:05 近畿支部評議員会をエポック立命 21 ３階 K304にて開催します。 


